
第１２回政策調整会議結果報告 

 

１ 日 時 平成 20 年 11 月 17 日（月）午後１時００分～午後５時４５分 

 

２ 場 所 役場２階審議室 

 

３ 出席者 

《構成員》田浦副町長、服部総務課長、前田教育振興課長、北向建設水道課

長、伊藤産業振興課長、岡崎保健福祉課長 

《説明員》藤田学校教育班主幹（資料３６～４２） 

宮下主査（資料４３） 

佐藤主査（資料４４） 

吉岡子育て支援班主幹（資料４６） 

《庶 務》総務課企画財政班 石田主幹、新井主任 

 

４ 内 容 

１ 実施計画策定に伴う新規事業事前評価について 

 ３６．小中学校耐震化事業 

[担当から資料により説明] 

・Ｈ２１年度からの学校施設の耐震調査を要望する。 

・国土交通省からの補助制度がある。（対象額の 1/2、限度額６３０万円） 

・国土交通省の調査対象基準は延べ面積１，０００㎡以上だが、文部科学省の

調査対象基準は延べ面積２００㎡以上のため、上小校舎（Ｈ２０調査実施）、東

中小校舎、西小学校体育館、上中校舎、東中中校舎が対象となる。  

[協議内容(全体)] 

・補助金対象（調査、改築ともに）となるのがいつまでか確認し、それにあわ

せた実施時期を検討する必要がある。 

・公共施設全体の耐震計画により、どの施設から調査するか（建設水道課、総

務課と調整）協議する必要がある。 

・耐震改修が前提となることが予測されることから、耐震調査は、一括（集中

的に）で実施することも検討が必要。 

・学校配置計画と整合性を図りながら、整理する必要がある。 

  [総 括] 

・会議の意見をふまえた検討が必要であるため、評価保留とし、再協議するこ

ととする。 

 

３７．上富良野小学校校舎整備事業 



[担当から資料により説明] 

・２線校舎の北側軒天の張替え工事を要望する。 

[総 括] 

・予備費充当か補正で早急の対応をすることとし、評価は行わないこととする。 

 

３８．上富良野小学校体育館整備事業 

[担当から資料により説明] 

・雨漏りが発生しているため、講堂外壁改修及び屋根改修を要望する。 

[協議内容(全体)] 

・早急に雨漏りの原因を確認し、対応方法を検討する必要がある。 

   [総 括] 

・会議の意見をふまえた検討が必要であるため、評価保留とし、再協議するこ

ととする。 

 

３９．町立小中学校におけるアスベスト分析調査事業 

[担当から資料により説明] 

・上小、東中小、上中の３施設６箇所のアスベスト含有量調査をＨ２１実施で

要望をする。 

[協議内容(全体)] 

・不適切な体育館の使用方法がないか確認が必要。 

・含有量調査だけでなく浮遊調査も行う必要がないか検討すること。 

   [総 括] 

・実施時期を検討する必要があるため、評価保留とし、再協議することとする。 

 

４０．学習指導要領改訂に伴う教材購入事業 

[担当から資料により説明] 

･学習指導要領が新しくなることから、教材、備品が新に必要となるため要望す

る。 

  [総 括] 

・必要な教材の全体量を整理し、計画的な購入（平準化）を進めること。 

・２次評価→必要性Ａ、緊急性→Ｂ、効率性→Ａ、公平性→Ａ、評価→Ａ。 

 

４１．小学校社会科副読本改訂事業 

[担当から資料により説明] 

・以前作成した副読本が、不足するため作成、購入を要望する。 

・Ｈ２３年度から新に使用する副読本の作成を要望する。 



 [総 括] 

・不足分は適正数を購入すること。 

・新たな副読本を計画どおり実施すること。 

・２次評価→必要性Ａ、緊急性→Ａ、効率性→Ａ、公平性→Ａ、評価→Ａ。 

 

４２．上富良野中学生生徒机・椅子購入事業 

[担当から資料により説明] 

・Ｈ２１年度に上小の机・椅子の更新が終わり、Ｈ２２年度から上中分を更新

していく予定であったが、老朽化による損傷が激しいため、１年前倒しによる

Ｈ２１年度からの実施を要望する。 

[総 括] 

・当初計画どおり、Ｈ２２年度からの更新とする。 

・２次評価→必要性Ａ、緊急性→Ｂ、効率性→Ａ、公平性→Ａ、評価→Ａ。 

 

４３．業務系システム（財務・グループウェア等）更新事業 

[担当から資料により説明] 

･ソフト、ハードともに導入・運用開始から５年経過しているため、Ｈ２１年度

からの更新を要望する。 

 [協議内容(全体)] 

・財源として備荒資金の活用など有利な手法を検討すること。 

 [総 括] 

・財源を確認し、Ｈ２１年度から実施する。 

・２次評価→必要性Ａ、緊急性→Ａ、効率性→Ａ、公平性→Ａ、評価→Ａ。 

 

４４．公用車両更新事業 

[担当から資料により説明] 

・集中管理車両の老朽化及び、管理担当者（車両班）の減少に伴う車両更新計

画による車両更新、管理委託について要望する。 

・Ｈ２１年度から車両更新し、Ｈ２２年度から車両管理委託を導入する。 

  [総 括] 

・財源（備荒資金）について確認し、Ｈ２１年度から車両更新、Ｈ２２年度か

ら車両管理委託の導入を実施する。 

・２次評価→必要性Ａ、緊急性→Ａ、効率性→Ａ、公平性→Ａ、評価→Ａ。 

 

４５．行政無線 屋外拡声子局受信装置等更新事業 

[担当から資料により説明] 



・設置から２０年経過し、老朽化が進んでいる。また、Ｊ－ＡＬＥＲＴ運用に

はデジタル化を実施しなければならないため、事業を要望する。 

[総 括] 

・Ｈ２２年度からの事業実施にむけ、民生安定事業（防衛省補助）の採択とな

るように、事業調整を行うこと。 

・２次評価→必要性Ａ、緊急性→Ａ、効率性→Ａ、公平性→Ａ、評価→Ａ。 

 

４６．子どもセンター外構整備事業 

[担当から資料により説明] 

・駐車場が狭隘なことから、駐車場の拡張及び舗装の工事を要望する。 

[協議内容(全体)] 

 ・移設することになっている庭木について、由来について確認してから移設す

ること。 

 ・現計画では、全体的にスペースが狭いため、車庫を移動するなど、スペース

を広げる検討を行う必要がある。 

 ・町立病院の駐車場ともつなげる計画があることから、町立病院の計画ととも

に再協議する必要がある。 

   [総 括] 

・会議の意見をふまえた検討が必要であるため、評価保留とし、再協議するこ

ととする。 

 


